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　雪おろしは父と私の仕事でした。

　新築の計画の時￥「雪おろし、おろし

た後の片づけ……」の話もでましたが、

前は道路．両横は人の敷地と＼おろす場

所がなかったことが一番の理由です。父

と田￥おばあさんの5人家族￥みんなが

賛成しました。

　7月末に完成します。今年の冬が楽し

みです。　　阿部春男さん（上町）一家

の若手夫婦とお田さん
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冬
の
一
番
の
悩
み
￥
時
に
は
命
を
奪

い
＼
ま
た
道
路
除
排
雪
の
障
害
に
な
っ

て
い
る
“
屋
根
雪
”
　
　
雪
お
ろ
し
か

ら
の
解
放
は
、
雪
国
に
住
む
私
た
ち
の

大
き
な
課
題
で
す
。

現
在
＼
市
内
に
は
約
百
棟
に
融
雪
シ

ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
＼
こ
れ
等
の
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
比
藪

的
新
し
く
＼
ム
フ
後
も
研
究
を
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
全
国
に
先
が
け
て
￥
　
「
克
雪

住
宅
づ
く
り
資
金
・
融
雪
住
宅
モ
ニ
タ

ー
」
の
制
度
を
＼
ま
た
今
冬
に
は
「
融

雪
屋
根
実
験
棟
」
を
設
置
す
る
な
ど
＼

克
雪
住
宅
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
中

…
…
実
験
棟
・
モ
ニ
タ
ー
の
調
査
結
果
．

す
で
に
設
置
し
て
い
る
方
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
…
…
の
概
略
を
報
告
し
ま
す
。

蕪

：：

システム
方　式

（融雪面積〉

稼動日
　（日）

灯油量
　（尼）

電力量
　（熈h）

灯油料金
＠72（円）

電力料金

　（円）

計
　
（ 円）

1坪当りの
料金（円）

雪ぴ落し

　（回）

踏みつけ

雪ちらし（回）

雪おろし

　（回）

柳式自然融雪屋根
温風融雪
（46．Om2）

66
（暖房日数）

933．5
（暖房用、乾

燥用含む）

　14．48
（ストーブ分

除く）
67，212 521 67，733 4，858 1

（1／27） 一 一

温空式融雪装置
温風融雪
（44。2m2〉 34 762．5 193．10 54，900 6，951 61，851 4，617

　2
（1／13・27）

　2
（1／13・27） ｝

／怠　　ン　　ユ　　ー

融雪システム
温水融雪
（50．2m2） 28 612．1 97．98 44，071 3，527 47，598 3，128 1

（1／13〉

　2
（1／13・27） 一

スノーメルト融雪
シ　　ス　　テ　　ム

ヒートパイプ融雪

（50．2m2） 33 685．6 91．43 49，363 3，291 52，654 3，462 1
（1／13〉

　3
（1／13・17・27） 一

ナ　シ　ョ　ナ　ル

融　雪　屋　根
温水融雪
（49．7㎡） 34 756．5 91．96 54，468 3，311 57，779 3，838 1

（1／13〉
1
（1／21）

1
（1／27〉

コロナ温水循環式

融雪システム
温水融雪
（43．8㎡） 41 551．0 120．93 39，672 4，353 44，025 3，317

　2
（12／23・1／13）

1
（1／21〉

1
（1／27）

o
フ
　
ラ
　 ヒ　ー　ト

融　雪　屋　根
電熱融雪
（49．7m2） 39 ｝ 4，191．90 一 106，175 106，175 7，049 1

（1／16）
1
（1／21〉

1
（1／27〉

※サ　ン　ロ　ー　ル

温水融雪システム
温水融雪
（50．2m2〉 13 532．9 53．76 38，368 1，935 40，303 2，650 ｝ ｝

　1
（1／23〉

故障による

　　　　　　　　　　　　　　　　※サンロール：1月7日～23日まで稼動せず

　　寧目　　的　市役所庁舎の東側に隣接する車庫の屋根に、市内の住宅で採用されている8種類の融雪システムを設

　　　　　　　　置し、同一の条件の中で融雪状況、維持経費などについてのデータを比較・検討します。この実験は

　　　　　　　　昭和63年の冬まで行う予定です。

　　寧1実験期間　積雪が65cmとなった、昨年12月11日～今年2月28日まで（80日間）。

　　寧実験状況　維持経費を節約するため、「雪おろしをしなくてすむ50cm程度の状態を保つこと」にしました。

圏柳　　式一一設置箇所が運転手控室兼乾燥室で、屋根雪の多少にかかわらず大型ストーブをたいたため稼動日数、灯油

　消費量が多くなっている。主に生活余熱を利用することから、融雪に必要とした灯油消費量は算出できない。

園コロナー一低温融雪を試みたため稼動時間は多い。一方、ボイラー燃焼時間が短いことから灯油消費量は少ない。

園温空式、バンユー、スノーメルト、ナショナル…一“コロナ．とは逆に、灯油消費量は多いが、稼動日数は少ない。

幽プラヒートー一今冬の実験結果では、維持経費が一番かかって矯る。一方、子供や老人でもボタンーつで簡単に稼動さ

　　せることができ、かつ火災防止等の安全性の面からの有利さがある。また、他のシステムと違ってボイラーやストー

　　ブの更新、循環水の補充などの維持管理が必要な鱒。このため比較・検討は、ある程度の年数を経過したうえで行う

　　ことが適当である。

園サンロールー一1月7日～23日まで故障のだめ稼動しなかった。護のため、今冬は比較・検討することができない。

導入した感想踏みつけ
雪ちらし雪ぴ落し

」
　無回答
　（3家屋）

　5．0％

良かった
（39家屋）

65．0％ノ

失敗であった
（1家屋）
／．7％

　　時期が
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7回以上行った家屋は
つらら落し等も含む。
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北側部分的＼積雪の半分だけ
おろした6家屋を含む。

期日64．3．／5～3／

調査方法

郵送による回答万式

調査対象

市内でシステムを設置し

ているうちから72世帯を

対象とする。

※回収率83％（60世帯）
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、、馴

繋篇

にすすんでいます
　　　　　　　　　　　　　　　　諜　　　　　　　　　　　　　　櫨　轍　　　　　　灘　　　　　盤

　　鱗

モ
．
一
裟
ー

」
蕉

　
六
人
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
、
設

置
し
た
理
由
、
融
雪
状
況
、
今
冬

が
終
っ
て
の
感
想
な
ど
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

は
索
囹
㎎
繭
怠
全
国
一

屋根雪対策　
近
所
は
二
・
三
回
お
ろ
す
、
予
報
は

”
雪
が
続
く
”
と
い
っ
た
中
で
、
気
を
や

す
め
る
た
め
に
一
回
お
ろ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
下
で
予
想
以
上
に
効
果
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
雪
消
え
後
の
屋

根
等
の
修
理
も
不
要
で
し
ょ
う
。
屋
根

雪
対
策
は
全
国
一
番
で
す
。
国
・
県
の

制
度
化
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

礪
究
儀
太
憾
催
期
待
惨
ま
す

メーカーの

　
精
神
的
苦
痛
か
ら
の
解
放
で
す
ね
。

　
施
工
中
の
単
純
ミ
ス
で
一
時
故
障
し

ま
し
た
が
、
比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

思
い
ま
す
。
問
題
は
維
持
費
で
す
が
、

初
め
て
の
た
め
操
作
ミ
ス
に
よ
る
消
費

分
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
普
及
す

る
で
し
ょ
う
か
ら
メ
ー
カ
ー
も
大
い
に

研
究
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
噛
ず
ず
ぬ
趨
嚇
奪
ず

　
う
」

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

融
．
総
、
羅

　
建
築
と
い
う
仕
事
柄
、
お
客
さ
ん
か

ら
の
相
談
が
よ
く
あ
る
も
ん
で
す
か
ら
。

　
一
回
お
ろ
し
た
の
は
、
操
作
の
手
違

い
の
た
め
で
す
。
コ
ツ
が
分
か
り
ま
し

た
か
ら
今
年
は
大
丈
夫
で
す
。
も
う
少

し
コ
ス
ト
が
安
け
れ
ば
。
ま
だ
無
条
件

で
お
客
さ
ん
に
”
O
K
”
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
ぜ
ひ
す
す
め
た
い
で
す
。

で
ぎ
ま
せ
備
だ
．
燃
費
が

塾

繋すぐ評価は
蒔

　
　
　
　
　
　
住
宅
や
倉
な
ど
四
棟
を

二
十
九
回
お
ろ
し
た
こ
と
が
動
機
で
す
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
ら

　
入
母
屋
造
り
で
瓦
屋
根
、
ま
た
記
録

モニター
システム

（融雪面積）

稼動日
　　（日）

灯油量
　　（尼〉

灯油料金
　＠70（円）

1坪当りの
料金　（円）

雪ぴ落し

　（回）

踏みつけ
雪ちらし（回）

雪おろし

　（回）

村山　　武
（下川原町）

柳　　式
（59．5m2） 75 389 27，230 947 一 ｝ 1

根津春雄
（稲荷町2）

クリエート

（96．8m2〉 37 1，415 99，050 3，376 1 5 一

風間義久
（栄　　町）

ナショナル

（140．Om2） 29 1，319 92，330 2，178 11 一 一

斉木健治郎
（南鐙坂）

ナショナル

（110．Om2） 31
　　796

（薪を兼用）

　55，720
（薪料金不明）

1，673 3 一 1

関口正道
（高田町1）

温空式
（95．Om2） 36 985 68，950 2，396 一

　18
（効果を高

める）

　3
（部分的）

南雲徳栄
（関根1）

温空式
（150．Om2）

1号ストーブ

　462号ストーブ

　40

803

734
107，590 2，366 ｝ ｝

　6
（部分的）

関口秀夫
（高田町5）

コ　ロナ
（100．Om2） 47 948 66，360 2，191 一 4 一

鈴木優子
（七軒町）

ノてンユー

（130．Om2） 32 1，014 70，980 1，802 1 一 一

山内士郎
（本町2）

／てンユー

（150．Om2） 43 1，855 129，850 2，858 2 ｝ 一

的
な
雪
の
た
め
部
分
的
に
六
回
お
ろ
し

ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
自
体
が
新
し
い
で

す
か
ら
す
ぐ
評
価
は
難
し
い
で
す
が
、

燃
費
が
か
か
り
ま
し
た
ね
。
効
果
を
高

め
る
た
め
に
今
年
も
改
良
し
ま
す
。

い
で
す
が
良
か
つ
た
で
す

な
　
　
難

・
はで

．
％oo1立

地
条
件
、

　　　　と
関口秀夫さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔭

　
　
　
　
　
　
腰
を
痛
め
た
こ
と
、
妻

と
二
人
暮
ら
し
な
ど
が
理
由
で
す
。

　
人
夫
手
間
分
の
維
持
費
は
や
む
を
得

な
い
で
し
ょ
う
。
近
所
は
約
六
回
お
ろ

し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
空
洞
・
つ
ら
ら

現
象
な
ど
一
〇
〇
％
完
全
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
設
置
し
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

　
今
年
は
問
題
点
の
改
良
を
し
ま
す
。

・
も
安
．
《
あ
が
り
ま
じ
た

人夫賃より

　
雪
を
お
ろ
す
場
所
が
な
い
か
ら
で
す
。

　
初
め
は
、
人
夫
を
頼
む
回
数
が
減
れ

ば
と
、
一
回
も
お
ろ
さ
な
く
て
も
よ
い

な
ん
て
思
わ
な
か
つ
た
で
す
。
5
9
豪
雪

の
時
は
人
夫
賃
が
約
二
十
万
円
で
し
た

か
ら
、
十
分
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
つ
ら
ら
防
止
の
た
め
軒
先

に
熱
線
を
入
れ
ま
す
。
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　鱗　　　　一　顛灘成蒙一モ議院
　難欝麗一とiコ議モ胡

　　鞠獅糟

團園園国
■資格

、

、

、

、

　、
　、
　、
　、　　、
　　、
　　、

①昭和31年4月2日～45年4月1日の問に

生まれた市内に在住している青少年男女。

②心身ともに健康で、国際親善を果たすのにふ

さわしい人格とマナーを備えた青少年男女。

■申し込み方法

下記の書類を総務課へ提出してください。

　①参加申込書　総務課人事秘書係にあケ）ます。

　②同　意　書勤務先、修学先の代表者のもの。ただ

　　し、未成年者は保護者の同意書も必要です。

　③作　文　（400字詰め原稿用紙3～5枚）

　　〉姉妹都市交流が果たす役割

　　〉コモ市で学びたいこと

　　〉コモ市での経験を地域でどう生かしたいか

囹目　的　姉妹都市イタリア・コモ市と、より深い友好を結ぶために、十

　　日町市の将来を担う青少年から“コモ市の産業、文化など。を目で

　　見てもらい、コモ市の青少年との交流の輪を広げることにより、姉

’　　妹都市の実をあげることを目的とします。
、

’
、
　 囹派遣期間　9月上旬の8日問（予定）

　、　・　囹派遣人員　青少年の男女5～6人
　、　’、　囹派遣内容
　　＼　　①コモ市での宿泊は、ホームスティとホテル宿泊です。

　　、　　’、　②コモ市のほか、ミラノ市の視察も計画しています。

　　　￥　　　・　③十日町市からの随行はありません。

　　　、　　　　’　　囹派遣者への補助
　　　　、、

　　　　、　　　　　、
　　　　　　　派遣にかかる国内・国外旅費、宿泊費、食費など

　　　　　　約40万円のうち60％以内を補助します。　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　￥　　　　　　　、　　　　　　　、　　　　　　　、　　　　　　　、　④写真・1枚　5×5cm、上半身正面無背景で6ヵ月以内のもの。

■申込期限6月25日㈱までに必着のこと。

■選考方法
　〈1次選考＞　前記の①～③の書類審査を行います。

　〈2次選考＞　1次選考の合格者に対し面接を行います。

■合格発表　1・2次選考とも、本人に合否を通知します。

■派遣前の研修　7・8月に、日程の打ち合わせ、イタリア語などの

　研修を行います。

■問い合わせ　総務課人事秘書係（智57－3111㊥212）

　　事業所数・従業者数の推移指数

　　　指数表昭和35年一⑱0250

　　　　　　　　　　事業所数
200
　　ロユも　　よ ぬ　　　　　　　　　　　　 いロ　

　　証「　　　！’＿℃、、一一rD

ll：0ノ！ノ盗囎

0昭和35年38　41　44　47　50　53　56
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騨

　
…
灘
麹
　
．
講

繍
　
難

　
獺
灘
灘
、
灘
鰯
・

　
∞
　
薗
，
，
．
，
…
醐
纒

　
　
綿
　
難
灘
覇
叢

　
　
㎜
雛
灘
　
　
．
，
譲

、
灘
　
懸
．
繍

　
　
ま
た
、
自
宅
で
「
出
機
」
「
手

　
描
き
」
な
ど
の
賃
加
工
の
仕
事

　
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
場
合

　
も
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
調
査
の
結
果
は
、
国
、
県
、

　
市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
開
発

　
計
画
、
都
市
計
画
、
雇
用
対
策
、

　
公
害
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と

　
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
調
査
の
内
容
は
、
事
業
所
の

　
事
業
の
種
類
や
従
業
者
数
な
ど

　
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
の
み

　
で
す
。

　
　
七
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
各

　
事
業
所
に
お
伺
い
し
、
調
査
票

　
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
※
回
収
さ
れ
た
調
査
票
は
、

　
統
計
作
成
の
た
め
に
の
み
用
い

　
ら
れ
、
各
事
業
所
の
秘
密
は
固

　
く
守
ら
れ
ま
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
・

　
　
　
團
園
國
圃

　
　
　
　
　
掘
7
月
－
日
■

　
七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
心

斉
に
事
業
所
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
圃
の
調
査
は
、

昭
和
二
十
二
年
の
第
一
回
調
査

か
ら
数
え
て
十
四
回
目
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と

並
ぶ
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
の
一
つ
で
、
す
べ
て
の
事

業
所
を
対
象
に
行
い
、
我
が
国

の
産
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
商
店
や
工
場
、

会
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
飲
食

店
、
旅
館
、
寺
院
な
ど
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
事
業
所
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

4



園圏回

㌧
「
日
本
脳
炎
予
防
接
種
」

3歳～小学校入学前の子ども

を
行

　
囹
該
当
す
る
子

　
接
種
日
現
在
、
満
三
歳
か
ら

小
学
校
入
学
前
で
、
つ
ぎ
に
該

当
す
る
子
。

　
①
初
回
免
疫
（
一
～
二
週
間

隔
で
二
回
接
種
）
…
…
満
三
歳

に
達
し
た
子
と
、
今
ま
で
に
初

　
　
　
い
ま
す

回
免
疫
の
済
ん
で
い
な
い
子
。

②
追
加
免
疫
（
一
回
接
種
）

…
…
前
年
に
初
回
免
疫
の
済
ん

だ
子
。

　
囹
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
子

　
▼
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し

い
栄
養
障
害
の
あ
る
子
。

対象地区
接　種　　月　　日 受　付　時　間

※必ず守ってください
会　　場

1　回　目 2　回目

六箇小学校区

6月24日（幻 』7月1日（幻

午後2：00～2：10 六　箇小学校

野　中　〃 〃　　2：40～2：50 野　中　〃

吉　田　　’1 〃　　2　：00～　2　：10 吉　田　〃

名ケ山　ノ1 〃　　2：40～2：50 名ケ山　〃

馬　場　　〃

6月26日休） 7月3日休）

〃　　2　：00～　2　：10 馬　場　〃

珠　田分校区 〃　　2：40～2：50 珠　田分　校

鐙　島小学校区 〃　　2　：00～2　：10 鐙　島小学校

真　田　　〃 〃　　2：40～2：50 真　田　〃

水　沢　　μ

6月27日㈹ 7月4日㈹

〃　　1　：45～2：15 水　沢公民館

飛　一　　ヌ’ 〃　　2　：00～2　：10 飛　一小学校

飛　二　　〃 〃　　2　：30～　2　：40 飛　二　〃

枯木又分校区 〃　　2　：50～3　：00 枯木又分　校

中　条小学校区 7月2日㈱ 7月9日㈹ 〃　　1　：45～2　：15 中　条小学校

東　　　” 7月8日（幻 7月15日（幻 〃　　1　：45～2　：15 東　　　〃

下　条　　〃
7月9日㈱ 7月16日㈱

〃　　1　：45～2　：15 下　条公民館

東下組　　ノ1 〃　　2　：50～3　：00 東下組小学校

醤響鵬i東覇 7月15日（幻 7月22日（幻 〃　　1　：45～2：15 保健センター

福日鐵鵬西瀟 7月17日休） 7月24日休〉 〃　　1　：45～2　：15 〃

川　治小学校区
八　　箇　　〃 7月18日働 7月25日働 〃　　1　：45～　2　：15 〃

囹問い合わせ…保健衛生課保健衛生係智57－3111㊥502・503

　
▼
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

症
状
を
起
こ
し
た
子
。

　
▼
B
C
G
接
種
を
受
け
て
か

ら
一
ヵ
月
た
た
な
い
子
。

　
囹
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
▼
当
日
、
会
場
で
問
診
票
の

記
入
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
庖

の
健
康
状
態
を
良
く
知
っ
て
い

て
、
記
入
で
き
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い
。
※
都
合
の
つ

か
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

問
診
票
を
保
健
衛
生
課
で
受
け

取
り
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
保
育
所
・
幼
稚
園
児
は
、

保
育
所
等
を
通
じ
て
問
診
票
を

配
布
し
ま
す
。
保
育
所
等
の
日

程
に
よ
り
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
接
種
日
に
は
、
朝
と
昼
の

体
温
を
測
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
風
邪
な
ど
で
接
種
を
受
け

る
の
が
不
安
な
と
き
は
、
主
治

医
と
相
談
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
囹
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
▼
母
子
健
康
手
帳

　
▼
印
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問

診
票
を
持
参
す
る
と
き
は
除
き

ま
す
。
※
忘
れ
た
と
き
は
、
接

種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
▼
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
．

し
て
あ
る
市
町
村
か
ら
「
予
防

接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
タ

　
▼
接
種
料
金
…
…
一
回
四
百

円
で
す
。
つ
り
銭
の
い
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

も
の
の
ド
ヤ
ミ
ミ
ロ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

　
　
　
5
一
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

㎜
轟
戚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

㎜㎜
市
町
村
た
ば
こ
消
窺
は
、

㎜
卸
売
業
者
等
が
小
売
薯
に

　
”
製
造
た
ば
こ
”
を
売
渡
す
と

　
き
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

　
小
売
業
者
の
所
在
市
町
村
の
税

　
と
し
て
納
め
ら
れ
ま
す
。

』
§
ミ
§
§
』
ミ
§
ミ
、
ミ
ミ
ミ
N
ミ
ミ
ミ
ミ
』
§
ミ
N
ミ
』
ミ
、
ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
￥
、

　
囹
“
た
ば
こ
”
は

　
　
　
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
例
え
ば
「
マ
イ
ル
ド
セ
ナ
ン
」

は
、
一
箱
（
二
十
本
入
り
）
に

つ
い
て
四
十
一
円
四
十
銭
（
今

年
五
月
～
来
年
三
月
ま
で
の
販

“

’
一

ロ
ー／

㎜
売
分
）
の
税
が
、
市
の
税
収
と

〆

ぎ

δ
ミ

唖
ミ
ミ
ミ
隔
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
唖
ミ
年

　　購霊主催：信濃川・魚野川水防連絡会

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
・
欝
烈

　
　
　
　
爵
Σ
如
い
q
）
駿
、
㎜

額
曙
、
転
磐
韓
雄

円
と
な
っ
て
い
ま
す
・
今
年
度
㎜

の
予
算
で
は
、
約
慮
九
千
三
㎜

百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
．
㎜

た
ば
こ
消
費
税
は
、
徴
収
．
㎜

ス
ト
の
最
も
か
か
ら
な
い
税
と

し
て
市
の
大
切
な
一
般
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
“
た
ば
こ
”
を
買
う
と
き
は
、

ぜ
ひ
市
内
の
販
売
店
で
！

　
南
6
月
は
市
県
民
税
第
1
期

　
の
納
付
月
で
す
。
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

とき　6月22日⑤午前9時～11時30分

　　　　　　　（雨天決行）
■工法　月の輪・蛇かご積み

　　　木流し・改良土のう積み
　　　　　　　　　　　　　　　ド　十　　　　　　　　　　　　　　 1

或誹鎗ぎ江ミ三i
　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　ド

〈　架璽鞍．1
　　　　　　　　　　　　　　ノ
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r宿属と宿とのまおづくり懇談会』

　　　　　7・8月14会場　　今年も開き1

〉
奮

讐
齢
籍
多
生
謙
轍

　
　
　
今
年
も
「
市
民
と
市
と
の
ま

　
　
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
七
・
八

す
月
に
か
け
て
開
き
ま
す
・

ま　
　
　
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
は

き開
市
民
の
皆
説
と
行
政
の
共
同

も
作
業
に
よ
り
各
地
域
の
特
性

　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、
だ
れ
も
が

と
し
た
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

ー
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で

す
。　

今
年
は
昨
年
の
反
省
、
ま
た

地
域
の
提
案
を
踏
ま
え
、
よ
り
身

の
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
新
た

な
試
み
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
は
行
政
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
一
番
よ
く
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
を
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
力

が
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
一

晩
、
ぜ
ひ
時
間
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
團
時
間
　
夜
七
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
～
九
時
三
十
分

日　程表（予定）

ゆ
　
　
ロ
ン
ノ
く
お

糊
、
贈
關
、

灘
蜴

、
珊
Ω

　
。
〃
毅
・

　
。
餐
。

　
　
　
！

　　．麟㈱脚慧鑛矧醸日撫

　　　いま住んでいる町をすべて好き

　　です　　と自慢できる人はいますか。

　もし嫌いなところが、困っているところ

があれば、それは何だろう。こんなことをみ

んなで考え、解決方法をさがして、力を合わ

せてよりよい町にするのが“まちづくり、です。

　町はみんなのものです。みんなで考え、

　協力し、つくっていかなければなりませ

　　ん。サアー“まちづくり“の第1歩を！

灘難i懇鍵i鱒欝

　
團
懇
談
会
の
進
め
方

　
各
地
区
の
実
情
に
よ
り
▼
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

▼
市
政
報
告
会
形
式
で
行
い
ま

す
。
と
も
に
「
ス
ラ
イ
ド
で
み

る
十
日
町
市
（
三
十
分
）
」
の

時
間
が
あ
り
ま
す
。

開催日 地区 会　　場

7．1（幻 吉　田 吉　田　中　学　校

〃3休） 東下組 東下組小学校
〃10休） 新　座 新座コミュニティセンター

〃14（月） 高　山 高　山共栄会館
〃16困 美佐島 江道・猿倉集落センター

〃18㈲ 飛　渡 克雪管理センター

〃22（火） 六　箇 羽　　根　　川　　荘

〃25働 大井田 大井田コミュニティセンター

〃29（幻 八　箇 関浅集落センター

〃31休） 水　沢 水沢地区公民館

8．1㈹ 川　治 川治地区公民館
〃5（火） 中　条 中条地区公民館

〃8轡 下　条 下　条　中　学　校

〃20㈲ 十日町 市民会館ホール

口
回
図
回

　
衛
生
施
設
組
合
の
お
願
い

　
下
水
道
の
工
事
等
で
ト
イ
レ

を
改
造
す
る
場
合
、
工
事
日
時

を
建
築
業
者
と
排
水
設
備
業
者

と
相
談
し
て
決
め
て
い
る
の
が

一
般
的
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
清
掃
業
者
は
工

事
前
の
肝
心
の
“
く
み
取
り
”

を
す
ぐ
に
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
工
事
日
時
と
合
わ
せ
、

く
み
取
り
日
時
も
あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
常
の
く
み
取
り
も
、
一
週

間
位
の
余
裕
を
も
っ
て
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
■
す
る
が
や
清
掃
社

　
　
　
　
盈
五
二
－
二
〇
一
八

　
■
津
南
清
掃
社

　
　
　
　
盈
五
二
－
三
七
〇
七

　
■
下
条
清
掃
社

　
　
　
　
盈
五
五
－
二
〇
四
六

　
■
川
西
清
掃
社

　
　
　
　
盈
六
八
－
三
一
五
五

　
　
　
一
丁
郵
便

　
　
　
　
　
　
ス
ピ
ー
ド
化

　
今
ま
で
、
市
内
一
部
の
区
域

は
速
達
配
達
地
域
外
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
六
月
一
日
か
ら

市
内
全
域
が
速
達
配
達
地
域
に

な
り
ま
し
た
。

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十

日
町
分
会
で
は
「
側
溝
フ
タ
上

げ
機
」
を
一
台
購
入
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
側
溝
の
清
掃
の
障
害

　登録申請を

排水設備等

工事業者の指定

憲補
著

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
、

市
が
行
う
資
格
試
験
に
合
格
し
、

登
録
を
受
け
た
責
任
技
術
者
等

の
い
る
指
定
工
事
店
で
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。

　
責
任
技
術
者
の
い
る
工
事
店

で
、
新
し
く
指
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
工
事
業
者
の
登
録
申
請

を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。　

囹
申
請
・
受
付
期
問

　
　
六
月
十
六
日
㈲

　
　
　
　
　
　
～
二
十
日
㈲

　
囹
業
者
指
定
　
八
月
一
日
㈹

　
囹
登
録
手
数
料
　
三
千
円

貸
し
出
し
ま
す

「
側
溝
フ
タ
上
げ
機
」

と
な
っ
て
い
た
重
い
フ
タ
を
簡

　
　
　
し
か
も
安
全
に
取
り
は

ず
せ
る
機
械
で
す
。

　
貸
し
出
し
を
始
め
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

　
申
込
先
　
市
民
生
活
課
環
境

係
（
智
五
七
－
三
一
一
一
㊥
一

　
　
　
　
一
四
一
）
へ
。

　
山
歩
き
に
は
注
意

②
②
0
④
●
発
生

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
よ
る
被
害
が

江
道
・
八
箇
峠
付
近
で
発
生
し

ま
し
た
。
今
後
も
感
染
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
①
田
畑
や
山
に
行
く
と
き
は
、

肌
を
出
さ
な
い
。

　
②
殺
虫
剤
、
防
虫
ス
プ
レ
ー

を
衣
類
に
か
け
る
。

　
　
　
　
　
　
し
ん

③
発
熱
、
発
疹
な
ど
の
症
状

が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
医
者
に
か

か
る
。
　
（
潜
伏
期
間
は
一
～
二

週
間
位
で
す
。
山
歩
き
な
ど
の

あ
と
、
十
日
間
位
は
体
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
）

⑭
⑳
㊧
も
注
意
を

6



ア戸
●

　
　
　
　
　

にめ

、

氷はお
　……匡

の己目
ノ、

几
又

曜
選
挙
の
峯
は
，
峯
目
選
挙
人
が
峯
所
暑
墨

献
て
投
票
す
る
・
選
挙
当
日
投
票
主
義
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
み

騨
し
か
這
蕎
暴
憂
い
特
別
の
事
辱
騨

醐沸　
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
選
挙
人
の
た
め
に
、
投
票
日

　
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
す
る
万
法
が
設
け
ら
れ
た
の
が

伽
　
「
不
在
者
投
票
制
度
」
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

』
　
　
　
　
投
票
日
に
、
そ
の
選

由
　
　
　
挙
人
が
、
自
ら
投
票
所

事
　
　
　
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
次
の
よ
う
な

事
由
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
①
選
挙
人
が
、
そ
の
属
す
る

投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
ま
た

は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
こ
と
。

　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
の
た
め
、
市
外
に
旅
行

中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
。

　
③
病
気
・
負
傷
・
出
産
の
前

後
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
④
交
通
至
難
の
島
、
そ
の
他

の
地
で
命
令
で
定
め
る
地
域
に

居
住
・
滞
在
中
ま
た
は
職
務
・

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
こ
と
。

　
⑤
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
の
、

区
域
外
の
住
所
に
居
住
中
で
あ

る
こ
と
。選

挙
管
理
委
員
会

電
話
五
七
ー
＝
ニ
ロ
一

　
　
　
　
内
線
二
三
三

間
不
在
者
投
票
を
す
る

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、

期　　
　
選
挙
の
公
示
の
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
の
毎
日

（
日
曜
・
祝
日
の
区
別
な
く
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。

　
旅
行
先
や
滞
在
先
で
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
、
投
票
日
ま

で
に
名
簿
登
録
地
の
市
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
（
厳
密
に
は
、

そ
の
投
票
所
）
に
、
そ
の
投
票

が
到
達
し
な
い
と
無
効
に
な
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
郵
送
期
問
な

ど
も
考
慮
し
て
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

き
投
票
所
で
の
投
票
は
、

続
選
挙
人
が
投
票
所
に
行

手
つ
て
、
選
挙
人
名
簿
と

の
対
照
を
受
け
、
投
票
用
紙
を

も
ら
っ
て
投
票
記
載
所
で
候
補

者
の
氏
名
（
参
議
院
議
員
比
例

代
表
選
挙
の
場
合
は
、
政
党
名

…
…
以
下
同
じ
）
を
書
い
て
、

投
票
箱
に
入
れ
れ
ば
全
て
の
手

続
き
が
終
り
ま
す
が
、
不
在
者

投
票
の
場
合
は
、
不
在
者
投
票

を
す
る
事
由
が
あ
る
選
挙
人
が
、

投
票
日
に
投
票
箱
に
直
接
入
れ

る
以
外
の
方
法
で
投
票
す
る
の

で
す
か
ら
、
次
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
①
不
在
者
投
票
す
る
事
由
を
、

具
体
的
に
申
し
出
る
と
と
も
に
、

そ
の
事
由
が
真
正
で
あ
る
こ
と

を
誓
う
宣
誓
書
（
認
印
が
必
要
）

を
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
②
投
票
を
、
所
属
投
票
所
の

投
票
箱
に
直
接
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
自
分
の
手
で

不
在
者
投
票
用
内
封
筒
に
入
れ

て
封
を
し
、
さ
ら
に
、
外
封
筒

に
入
れ
て
封
を
し
て
、
そ
の
表

面
に
署
名
し
て
不
在
者
投
票
管

理
者
に
提
出
し
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
そ
の
投
票

の
場
所
に
よ
り
、
次
の
三
つ
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

　
①
自
分
が
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
投
票

す
る
場
合
。

　
②
右
以
外
の
市
町
村
で
、
投

票
す
る
場
合
。

　
③
指
定
病
院
等
に
お
い
て
投

票
す
る
場
合

（
翻
諾
駒
図
）

投票用紙
等の受領

票投
投
票
用
紙
等
の
請
求

宣
誓
書
の
提
出

不
在
事
由
発
生

選
挙
人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　扁　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　一　一　一噸

管
理
者
に
送
致

選
挙
人
の
属
す
る
投
票
区
の
投
票

整
理
・
保
管

投
票
立
合
人
の
署
名

不
在
者
投
票
管
理
者
の
記
名

投
票
用
紙
等
受
領

投
票
用
紙
等
の
交
付

投
票
用
紙
等
の
交
付
決
定

選
挙
人
名
簿
（
抄
本
）
と
の
対
照

不
在
事
由
審
査

請
求
受
付
　
　
o
投
票
立
会
人
選
任

名
簿
登
録
地
の
市
町
村
の
選
管

【
注
】
②
③
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
選
挙

　
　
管
理
委
員
会
に
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
目
の
不
自
由

螺
康
』
な
選
挙
人
は
、

　
　
　
　
　
点
字
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
投
票
を
行
う
旨

を
、
投
票
管
理
者
に
申
し
出
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
点
字
で
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
理
，
投
、
孟
然

　
選
挙
人
が
投
票
に
際
し
、
指

先
や
腕
の
ケ
ガ
・
失
明
な
ど
の

身
体
の
故
障
ま
た
は
文
盲
の
た

め
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
投

票
補
助
者
が
、
本
人
に
代
っ
て

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

記
載
す
る
代
理
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
選
挙
人
は
、
投
票
所
に
お
い

て
投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
代
理
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
管
理
者
は
、
申
し
出
の

あ
っ
た
選
挙
人
に
つ
い
て
、
代

理
投
票
を
さ
せ
る
理
由
に
該
当

す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
補
助

者
二
人
を
選
ん
で
、
二
人
の
う

ち
一
人
が
選
挙
人
が
指
示
す
る

候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
、
他

の
一
人
が
立
ち
会
っ
て
確
認
し

ま
す
。

’－酬e　よ弼

無惣
／型《

丁 　
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参
議
院
腿
壁
表
騨
響
繭
臥
㍑
馨
　

選
挙
区
選
挙

投
票
用
紙
に
、
候
補
者
一
人

の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

比
例
代
表
選
挙

　
投
票
用
紙
に
、
政
党
の
名
称

ま
た
は
略
称
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

　
せ
っ
か
く
、
投
票
さ
れ
て
も
、

候
補
者
個
人
名
を
記
載
す
る
と

無
効
と
な
り
ま
す
。

　
候
補
者
名
簿
や
各
政
党
の
政

策
な
ど
を
良
く
見
て
、
選
ぶ
政

党
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

聡
郵
便
一
仁
よ
惹
投
票
一

ロ

一
　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

　

…
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

り

一
で
、
障
害
の
程
度
が
、
次
に
該

一
一
当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ
っ
て

一
一
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

一
｝
き
ま
す
。

定
数
は
二
名

　
公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、

衆
議
院
議
員
第
四

区
の
定
数
が
、
一

名
減
じ
ら
れ
二
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
用
紙
に
、

候
補
者
一
人
の
氏

名
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
左
表
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

て
も
、
実
際
に
郵
便
に
よ
る
不
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

在
者
投
票
を
行
う
た
め
に
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

衆議院第4区

　
　
　
障
害
の
種
類

手
帳
の
種
類

両
下
肢
・
体
幹
・

（
移
動
機
能
）
の
障
害

心
臓
ε
ん
瞳
呼
吸
器

（
ぼ
う
こ
う
直
腸
あ
障
害

「
①
の
当
た

①
身
体
障
害
者

一
級
も
し
く
は
二
級

一
級
も
し
く
は
三
級

の
障
す
。

り
内
該
し

よ
）
　
、
ま

に
　
　
も
り

正
ぱ
て
な

改
み
い
に

　
の
つ
と

堺
蓑

②
戦
傷
病
者

特
別
項
症
か
ら

第
二
項
症

特
別
項
症
か
ら

第
三
項
症

③
知
事
が
証
明
し
た
人

障
害
の
程
度
が
、
右
記
と
同
程
度
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
入

1手続きい
う
。
）
に

名
し
た
郵
便
投
票
証
明
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
、
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
ま
す

（
障
害
者
手
帳
か
知
事
の
証
明

書
の
添
付
が
必
要
で
す
が
、
す

で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　
②
申
請
に
基
づ
き
、
申
請
者

が
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で

あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
申
請

者
に
対
し
て
郵
便
投
票
証
明
書

①
選
挙
人
は
、
名
簿

登
録
地
の
市
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
（
以
下
「
選
管
」
と

　
、
選
挙
人
自
身
が
署

を
郵
便
に
よ
っ
て
交
付
し
ま
す
。

（
郵
便
投
票
証
明
書
は
、
交
付

の
日
か
ら
四
年
間
有
効
で
す
の

で
、
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合

は
、
再
交
付
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
）
。

　
　
　
　
投
票
用
紙
を
送
付
す

間　
　
　
る
の
は
、
選
挙
期
日
の

期　　
　
公
示
の
日
後
で
あ
り
、

2
　
　
　
ま
た
、
投
票
当
日
投
票

所
が
閉
じ
ら
れ
る
時
間
ま
で
に
、

選
管
が
投
票
の
送
付
が
で
き
る

よ
う
、
早
め
に
郵
便
に
よ
っ
て
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

3請求
　
投
票
用
紙
等
の
請
求

は
、
①
市
の
選
管
に
対

し
、
選
挙
の
期
日
前
四

日
ま
で
に
郵
便
投
票
証

明
書
を
添
え
て
請
求
し
ま
す
。

（
選
挙
期
日
の
公
示
日
前
で
も

請
求
で
き
ま
す
）
。

　
②
請
求
を
受
け
た
市
の
選
管

は
、
書
類
等
を
審
査
の
上
、
投

票
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
。

4投票
を
し
、

て
封
を
す
る
と
と
も
に

筒
の
表
面
に
投
票
の
年
月
日
お

よ
び
場
所
を
記
載
し
て
署
名
し

ま
す
。

　
①
投
票
用
紙
に
自
ら

候
補
者
一
名
の
氏
名
を

記
載
し
、
不
在
者
投
票

用
内
封
筒
に
入
れ
て
封

さ
ら
に
外
封
筒
に
入
れ

　
　
　
　
　
　
、
外
封

　
②
記
載
が
終
了
し
た
ら
、
さ

ら
に
他
の
封
筒
に
入
れ
て
封
を

し
、
そ
の
表
面
に
投
票
が
在
中

す
る
旨
を
明
記
し
て
、
市
の
選

管
に
必
ず
郵
便
に
よ
っ
て
送
付

し
ま
す
。

三ない運動で
　きれいな選挙

郵便による不在者投票手続きの概略図

投票用紙　現在する場所で
等の受領　投票の記載、郵便で
　∩一．一弟　送付

郵
便

郵
便

投
票
用
紙
等
の
請
求

郵
便
投
票
証
明
書
の
提
示
一

　
　
あ
る
者

身
体
に
重
度
の
障
害
が

一一一一一一一一一9一階一』一▼一一一一炉一一．隔“一一鞠冒一■一一一葡囎繭扁一嗣，一

者
に
送
致

選
挙
入
の
属
す
る
投
票
区
の
投
票
管
理

整
理
・
保
管

投
票
用
紙
等
受
領

投
票
用
紙
等
を
郵
便
で
発
送

投
票
用
紙
等
の
交
付
決
定

選
挙
人
名
簿
（
抄
本
）
と
の
対
照

便
に
よ
る
不
在
投
票
事
由
の
審
査

郵
便
投
票
証
明
書
と
の
照
合
そ
の
他
郵

請
求
受
付

選
挙
人

名
簿
登
録
地
の
市
町
村
の
選
管



　
　
い
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　市観光協会事業委員会では、5月19・20日と、

昭和59年4月に初の第三セクターで開業した

「三陸鉄道」を視察。地域住民の一丸の協力や、

ユニークなアイデアで黒字経営を保っている秘
けつ

訣を勉強してきました。

　66年4月開業予定のマイレール「北越北線」

の十二分な活用を図ろうと行ったものです。
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た騨ぐスか帽一ウー

総合体育館（体育課）費52－4377西本町1

市民体育館　　奮57－5208学校町1

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　：
軽やかなリズム、いい汗かこう♪　1

　　ソフトポール（審判・ルール）講習会

⑭日　時　6月26日体）午後7時30分～9時30分

⑭会　場　総合体育館（屋内グラウンドほか）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋鑛園
⑭参加料　無料です。
紳込先所定の申込用紙‘．記入のうえ、6月21咄躍鰹鱗

　　　　まで1．総合体育館へ．　　　　　禦醐騨
⑭その他　内ばき・外ばき用シューズの両方を持参し　　　　茨　議1

　　　　てください。　　　　　　　　　　　　　　・趨翻欝1擁建i

レクリエーションダンス講習会

6
日　時

会　場

参加費

申込先

その他

6月29日（日）

　午前10時～午後4時

市民体育館

700円（資料代ほか）

6月26日休）までに勤労青少

年ホーム（費57－8918）へ

電話で申し込んでください。

動きやすい服装、内ばき、

昼食を持参してください。

　　面κ登四
　おだまき山の会・創立5周年記念

期日7月25日（夜行）～27日
行き先　花と残雪の「白馬岳」

人　員　先着40人

参加費　15，000円

　　　　（申込時に5，000円納入）

締切日　7月10日（湘

申込先　〉市民体育館

　〉宮沢健二（小黒沢盈58－2965）

　〉庭野正行（学校町1盈57－4022）

個囲体育施設

無料開放日は　　　　　です

　　　　　　〆

　「市民体力テスト」の日でもあり

ます。参力□してください。

　〉午後5～8時　レ総合体育館

〉データ用紙代50円が必要です。

　　　市民　一ル『
　　　薫1
　　　き　　　　　　　　　　ぞ

　　　教育委員会では、市民プールの監

　　視を行うアルバイトを募集します。

　　資格高校生以上の生徒・学生で
　　　　　　健康で泳げる人。

　　期間7月12日（土）～8月31日（日）

　　人　員　男・女若干名

　　申込先　6月30日（月）必着で総合体育

　　　　　　館へ。
ノ　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

！　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
　　、　一　一　閣・　一　薗　一　一　一　繭　一．一　鞠　一　一　一　一　一　一　一　一　一

㊨②⑫∈）⑦㈱

一（撃箏欝準攣準野・ワll馨欝）繋

　サッカーの大好きな川治小の子供

たち……25人。毎週火曜日の朝が練

習日。3人の専任コーチのもと、試

合は全員参加を目指しています。

　川治小の児童ならだれでも入れま

す。思いきりボールをけりたい子、

みんな集まれ！

　詳しくは

　　遠藤正平（寿町1盈57－4333）

　⑭市長杯争奪早朝野球大会

　　申し込みは6月14日仕）までです。

　※詳しくは市報5月25日号を。
￥
￥

　、

糟婁婚轟ム　’86受講生を募集

講座名 曜　　日 時　　間 人数 教材費または運営費

花道A 第1．3木曜日 18：30～21：00 若干名 年額24，000円
（12，000円×2回）

花道B 第2．4木曜日 〃 〃 〃

料　理 第1．3水曜日 〃 〃 月額　1，000円

※受講資格

※申し込み

市内に在住、在勤の25歳以下の勤労青少年。

ホームに備えつけの申込書を提出のこと。

世界の染織シリーズく㊥

　優美なる絞染めの世界黛染色の芸術・世界の絞展“

■期　日　6月10日（幻～15日（日）午前9時～午後5時

【】会　場　クロス10　3F・中ホール

■入場料　大　人：300内　　高校生：100円

　　第19回市展ポスター募集

　市展（十日町市美術展）は、今年で第19回目を

迎えます。

　　会期：10月10・11・12日　会場：市民会館

　市展を広くP　Rするため、ポスターを募集しま

す。多数の応募をお待ちしています。

囹ポスター

　　①大きさ　54cm（タテ）×39cm（ヨコ）

　　②内　　容　美術展にふさわしく斬新なもの

　　③　色　　　地色（白）を含め3色

　④挿入文字　「第／9回市展」

囹資格特にありません。
囹賞金①採用（／点）朽，000円
　　　　　　②佳作　（若干）賞品
囹締め切り　　6月30日（目）

囹あて先　　市公民館（学校町／盈57－50／4）

㎜鞘”

麗……

愚
…
…
…
響
鱒
鰐
簿
…
嚇
…
鰯
獺
㎜
辮

凝雑癌蓄鞘講講i毬箋講辮苺釜盤i蟹覇講癌鑑羅雑‡繍講憩欝辮講盤葦覇i
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　　』
“テント“貸し出しを休みます

　皆さんに、これからも大切に、そ

して快適に使っていただこうと、キ

ャンプ用テントを補修しています。

　このため、今年はテントの貸し出

しを休ませていただきます。

　※ハンゴー＼水バケツ￥三徳スコ

ップは．今までどおり貸し出します。

　なお、子供会やP　T　A活動などで

キャンプを計画しているときは、勤

労青少年ホーム（暦57－8918）に若

干用意してありますので申し込みく

ださい。

　市社会福祉協議会

　　（社会福祉事務所内㊥134）

騒
鍵
懸
紺

6月　交通安全キャンペーン

7月5日から

ミニバイク・5〔hc

もヘルメットが義務づけ

論

　すべての道路上で、ヘルメットの

着用が義務づけられます。違反する
¶
と 「処分点数1点」がつきます。

ヘルメットは（診㊤日つきを。

梅雨時の交通事故防止運動昆ヂ5

5月の交通事故発生状況（）60年

、
魑　

、
て

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 6（8） 11（8） 1（0）

川西町 4（1） 4（3） 0（0）

津南町 1（1） 1（1） O（O）

中里村 1（1） 1（1） 0（O）

小　　計 12（11） 17（13〉 0（0〉

累　　計 58（39） 74（43） 1（1）

㊥㊤します
　市報5月25日号4面の「軽自動車

税の納付」の記事中　　農耕作業用

車は排気量が150cゑまで一を1，500

c鳳に訂正いたします。

9

き

　募集します。新潟県

　昭和61年度・新潟県男子警察官

（大学卒）を募集します。

■採用予定日　昭和62年4月1日

■応募期限　7月21日（月）まで

■受験資格

　昭和34年4月2日～40年4月1日
までに生まれた男子で、大学（短期

大学を除く）を卒業した人、または

62年3月31日までに卒業する見込み

の人。

■試験　日

　〈第1次試験＞

　　8月3日（日）新潟市・白新中学校

　〈第2次試験〉

　　8月下　旬　新潟市

■そ　の他
　受験申込用紙は、警察署、派出所、

駐在所にあります。

　　十日町警察署　智52－3171

男子警察官（大卒） 保母

寄付窃り瀞とう
　＊4月26日～5月26日＊
＊社会福祉事業

〉岡村建治　　1，000円　〉羽根川荘

募金箱　　6，725円　〉加賀糸屋町∫

1，600円　〉電気友の会　22，676円

〉川原町有志　2，500円…廃品回収

分＞高橋精也（高山）2万円…香
典返し　〉㈱埼玉屋商店（土市3）

5万円…香典返し　〉匿名3，000円

＊身体障害者福祉センター

〉蕪木芳松　1万円

＊老人ホーム・つつじ工房

〉十日町ひま人クラブ41，772円

＊青少年非行防止事業

〉村山クミ（昭和町4）10，398円

＊交通遺児等援助基金

〉関口潔（加賀糸屋町）15，730円…

廃品回収ほか

国際交流・立化スポーツ基盒

　　　……窃り瀞とう

＊33，369，937円　5月末現在＊

〉大島サダ（西寺町）100万円…白

寿（99歳）

の祝い

と76』プ創を3昭和61年6月10日

　昭和61年度・新潟県保母を募集し

ます。

■受験資格（男女を問わない）

　①高等学校を卒業した人。　（高等

学校の保育科3学年に在学する人を

含む）

　②満18歳以後、児童福祉施設で3年

以上児童の保護業務に従事した人。

■試験日
　〈筆記試験〉

　　8月1・2日（金・土）

　〈実地試験〉　8月29日㈹

■試験会場

　新潟市・新潟中央高等学校

■応募期問　6月23日（月）～30日（月）

■その他
　受験申請書、また詳細については

県民生部婦人青少年課（盈0252－85

－5511㊥2514・2515）へ。

囲園交通遺児■高校奨学生

■奨学金・公立月額20，000円

　　　　　・私立　　〃25，000円

■応募資格

　①保護者が道路上の交通事故で死

亡したり、重い後遺障害で働けない

ため　②教育費に困っている家庭の

中学3年生（成績不問）で　③来春、

高校・高専への進学をめざす生徒。

■採用方法　書類審査のみ

■出願期限　7月31日休）まで

■申し込み

　出願書類は学校にあります。先生

に相談してください。

　※大学・●専修・各種学校奨学生の

制度もあります……。来春、進学希

望者は6月30日（月）までに申し込んで

ください。書類は学校にあります。

φ〈褻⇔〈動
　◇…一部区域　◆…全部区域

6月18日㈱　午後1時～5時

　◇土市2の一部

　◆太田島3の全部

6月23日（月）午後1時～4時30分

　◇中条旭町、中町、中条島、峠の

丘
　各一部

　◆中条新田の全部

　変棄のi麟購懸　　（鬼号で広報）

6月17日（火）午後1時～4時30分

　◇寿町1・2・3・4の各一部
　・…・日程が、19日休）に変更となります。



⑱

　残雪と春の芽吹くところを表現

したかったです。近くにある川の

流れに気を使いました。でも全体

的にはうまくできたと思います。

鍵舎屋上か．見た山で眺木の響禦

色を出すのがむずかしかったです。

左手の山肌が上手にできました・　　庭野六輔くん　大熊亜樹子さん

おじいさんに見せたいです。　　　　（赤倉小6年）　　（赤倉小2年）

糠年塀葬融琿澗

　　　㎜　　　・＝㈹　　・；輯嘩　　，幟　一
　油趾；構㎜

云帯鞭講｛儒削州㎜嘉痔窓欄嚇再空：螢1脅写㈱悼雛肘朝欄韓：鼎｝轟5撒‘職1

　
・
。
一
へ

0

．
＝
　
　
6

▲
7
一
一

7

　
　
　
　
　
　
　
　
争

四
＋
葦
ぶ
り
　
↓

　
　
日
本
の
地
を

蕪
木
サ
イ
さ
ん

　
　
　
　
（
上
町
・
62
歳
）

　
五
月
三
十
一
日
、
中
国
か
ら
四
十
一

　
年
ぶ
り
に
郷
里
の
土
を
踏
ん
だ
蕪
木
サ

鰍
　
　
　
　
せ
つ
か
い
ざ
ん

イ
さ
ん
と
醇
海
山
さ
ん
（
長
男
）
で
す
。

　

．
サ
イ
さ
ん
は
二
十
二
歳
で
父
親
と
一
緒

に
満
州
に
渡
り
、
そ
の
後
、
戦
争
が
激

化
。
父
親
と
別
れ
て
し
ま
い
、
父
親
は

帰
国
し
た
も
の
の
サ
イ
さ
ん
は
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
終
戦
直
後
の
苦
し
み
は
、
着
の
み

着
の
ま
ま
の
飢
え
の
日
々
で
し
た
。
後

鰯

に
農
業
を
営
む
中
国
人
と
結
婚
し
、
五

㎜
人
の
子
供
と
孫
に
囲
ま
れ
、
子
守
を
し

て
い
る
毎
日
で
す
」
。
今
で
は
生
活
も
少

し
楽
に
な
り
ま
し
た
が
、
収
入
が
少
な

卍

い
た
め
“
た
く
さ
ん
の
お
金
を
持
ち
帰
』

　
　
　
へ

り
た
い
”
と
冗
談
を
。

期
間
で
す
が
、
思
う
存
分
に
友
人
に
会

う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
。
時

々
、
環
境
に
慣
れ
る
た
め
に
散
歩
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
　
「
母
親
、
弟
妹
に
再

会
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
当
時
の
”

歩
に
は
驚
き
ま
し
た
」
。

　
現
在
、
実
家
で
は
、
世
話
し
て
く
れ

て
い
る
妹
さ
ん
家
族
の
温
か
い
出
迎
え

を
受
け
て
久
し
ぶ
り
の
水
入
ら
ず
の
生

活
に
感
無
量
の
様
子
で
し
た
。
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い
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限
ら
れ
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日
本
と
違
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、
家
並
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、
食
生
活
の
進
隅
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　　　　　　　　　　　　しょう
　　　　　　　里見　翔くん（箏．齊）

　　　　里見正夫・みい子さん（美雪町1・2）長男

　ボクはしようちゃん。お父さんがつけたんで

す。愛称は＼＼コンくん＼＼と呼んでいるよ。公園

でてんとう虫やクモをつかまえて飼っているん

だ。この間，ハチをつかまえて来たし…’世の中

みんな友だちなんだ。おにぎりが大好き。毎日，

ハーモニカを吹いているのでお父さんは＼＼音楽

家になったら＼＼と言っているヨ。

　6月3日、飛渡第一小学校（三ツ山分校）

で、社会科の勉強の一つとして“稲を育て

る教室、が初まりました。体験学習を通し

て情操教育を高めることを目的に計画され

たものです。上村源司さん（農協職員）の

指導で、すじまきから刈入れまでの話を聞

き、実際に田んぼに入って田植えをしまし

た。全校児童7人。苗を握ったことのない

児童にしては手慣れたもの．早くも“実った
　　　　　　　　　こロ　こくむまうじょう
お米でおにぎりを、と五穀豊穣を祈ってい
ました。
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　人ロのうごき
■人　口　47，828人（＋10）

　　　男　23，515人（一11）

　　　女24，313人（＋1）

■世帯数　12，326　（＋9）

＜5月31日現在・住民基本台帳）

編
集
室
か
ら
麟
．

◎
衣
替
え
と
と
も
に
”
水
”
に
親
し
む

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

水
は
、
飲
料
水
か
ら
洪
水
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
豪
雪
・

霧
・
氷
・
豪
雨
・
川
そ
し
て
洪
水
と
。
こ

わ
か
っ
た
記
憶
は
数
年
前
、
信
濃
川
が

尊
い
人
命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

…
…
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
な
い
！

　
で
も
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
口
に
し

た
時
、
生
命
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
力
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
梅
雨
ど
き
、

ナ
マ
水
、
飲
み
す
ぎ
、
水
難
事
故
な
ど
、

十
分
注
意
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
も

の
で
す
。
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